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(57)【要約】
【課題】内視鏡的手術により摘出した病変組織を傷つけ
ることなく、内視鏡を動作させても送気した空気の漏れ
を防止でき、更にオーバーチューブに容易に着脱可能な
オーバーチューブ用脱気防止弁ユニットを提供する。
【解決手段】一方の面にオーバーチューブと着脱自在な
略円筒形状の着脱部と、他方の面の略中央部に形成され
、内視鏡を挿入抜去自在にする略円形穴状の内視鏡挿入
部と、上記内視鏡挿入部の外周縁部に周設された保持部
と、上記保持部の外縁部の少なくとも２箇所に外延して
付設された持ち手部と、からなり、上記保持部が伸縮手
段を有している。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人体管腔内に挿入され、内視鏡を挿入抜去自在にするオーバーチューブの基端部側に装
着されるオーバーチューブ用脱気防止弁ユニットであって、
　一方の面にオーバーチューブと着脱自在な略円筒形状の着脱部と、
　他方の面の略中央部に形成され、内視鏡を挿入抜去自在にする略円形穴状の内視鏡挿入
部と、
　前記内視鏡挿入部の外周縁部に周設された保持部と、
　前記保持部の外縁部の少なくとも２箇所に外延して付設された持ち手部と、
からなり、
　前記保持部が伸縮手段を有していることを特徴とするオーバーチューブ用脱気防止弁ユ
ニット。
【請求項２】
　前記伸縮手段は蛇腹部からなるものを含む請求項１に記載のオーバーチューブ用脱気防
止弁ユニット。
【請求項３】
　前記内視鏡挿入部の外周縁部と、伸縮手段の内周縁部との間に補強部材を有している請
求項１又は２に記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット。
【請求項４】
　前記補強部材はＯリングを含むものである請求項１～３のいずれかに記載のオーバーチ
ューブ用脱気防止弁ユニット。
【請求項５】
　前記内視鏡挿入部の内径は、用いられる内視鏡の外径より５ｍｍ以上小さい請求項１～
４のいずれかに記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット。
【請求項６】
　更に、第二の内視鏡挿入部を有するキャップ部材が、前記内視鏡挿入部が付設された面
に設置された請求項１～５のいずれかに記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット。
【請求項７】
　前記第二の内視鏡挿入部は前記キャップ部材の略中央部に略円形の穴が形成されている
請求項６に記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、オーバーチューブ用脱気防止弁ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　オーバーチューブは、内視鏡を体内管腔に安全且つスムーズに挿入抜去するために使用
されている（例えば、特許文献１参照）。通常、オーバーチューブには、送気した空気が
漏れないように脱気防止弁が装着されている。
【０００３】
　一般的に、オーバーチューブに用いられる脱気防止弁は、内視鏡の動作に対して追従性
を有するゴムもしくはシリコーンゴム等の部材が用いられ、オーバーチューブの一部もし
くはアダプターに固定されている。（例えば、特許文献２参照）
【０００４】
　従来より、内視鏡的に食道、胃、大腸等の粘膜を切除する内視鏡的粘膜切除術（以下、
ＥＭＲと略す）施行時には、大きな病変部位に対してはスネアで病変組織を分割して切除
することが行われているが、切除された病変組織は比較的小さいために、従来の脱気防止
弁の内視鏡挿入部の構造・形状であっても病変を破損もなく、取り出すことが可能であっ
た。
【０００５】
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　近年、内視鏡的に食道、胃、大腸等の粘膜を切除し、粘膜下層を剥離する内視鏡的粘膜
下層剥離術（以下、ＥＳＤと略す）が急速に普及してきている。ＥＳＤでは、高周波処置
具を内視鏡の鉗子孔から突出させ、内視鏡を動かしながらながら高周波処置具を操作する
ために、内視鏡と脱気防止弁部間に隙間が生じ易く、空気の漏れで視野が悪くなるという
問題点がある。更に、処置部位への空気の送気が不十分であると、処置部位の膨らみが悪
く、術者にとって処置が困難になることもある。
【０００６】
　また、ＥＳＤにおいては病変部位を一括切除する傾向にあり、ＥＭＲよりも摘出病変が
大きく、ＥＭＤに用いられている脱気防止弁を用いると、この脱気防止弁の内視鏡挿入孔
が比較的少径であり、また脱気防止弁がオーバーチューブの一部に固定されているため、
大きな病変部位を摘出する際、脱気防止弁通過時に病変組織が破損したり、全量取り出せ
ないという問題点があった。
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－０４６２７３号公報
【特許文献２】登録実用新案第３１２９５４３号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、内視鏡的粘膜摘出術等において、病変組織を傷つけることなく摘出で
きると共に、内視鏡を動作させても送気した空気の漏れを防止でき、更にオーバーチュー
ブに容易に着脱可能なオーバーチューブ用脱気防止弁ユニットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　このような目的は、下記（１）～（７）に記載の本発明により達成される。
（１）人体管腔内に挿入され、内視鏡を挿入抜去自在にするオーバーチューブの基端部側
に装着されるオーバーチューブ用脱気防止弁ユニットであって、
　一方の面にオーバーチューブと着脱自在な略円筒形状の着脱部と、
　他方の面の略中央部に形成され、内視鏡を挿入抜去自在にする略円形穴状の内視鏡挿入
部と、
　上記内視鏡挿入部の外周縁部に周設された保持部と、
　上記保持部の外縁部の少なくとも２箇所に外延して付設された持ち手部と、
からなり、
　上記保持部が伸縮手段を有していることを特徴とするオーバーチューブ用脱気防止弁ユ
ニット。
（２）上記伸縮手段は蛇腹部からなるものを含む（１）に記載のオーバーチューブ用脱気
防止弁ユニット。
（３）上記内視鏡挿入部の外周縁部と、伸縮手段の内周縁部との間に補強部材を有してい
る（１）又は（２）に記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット。
（４）上記補強部材はＯリングを含むものである（１）～（３）のいずれかに記載のオー
バーチューブ用脱気防止弁ユニット。
（５）上記内視鏡挿入部の内径は、用いられる内視鏡の外径より５ｍｍ以上小さい請求項
（１）～（４）のいずれかに記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット。
（６）更に、第二の内視鏡抜差し部を有するキャップ部材が、上記内視鏡挿入部が付設さ
れた面に設置された（１）～（５）のいずれかに記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユ
ニット。
（７）上記第二の内視鏡挿入部は、上記キャップ部材の略中央部に略円形の穴が形成され
ている（６）に記載のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、内視鏡的粘膜摘出術において、病変組織を傷つけることなく摘出でき
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ると共に、内視鏡を動作させても送気した空気の漏れを防止でき、更にオーバーチューブ
に容易に着脱可能なオーバーチューブ用脱気防止弁ユニットを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明は、人体管腔内に挿入され、内視鏡を挿入抜去自在にするオーバーチューブの基
端部側に装着されるオーバーチューブ用脱気防止弁ユニットであって、一方の面にオーバ
ーチューブと着脱自在な略円筒形状の着脱部と、他方の面の略中央部に形成され、内視鏡
を挿入抜去自在にする略円形穴状の内視鏡挿入部と、上記内視鏡挿入部の外周縁部に周設
された保持部と、上記保持部の外縁部の少なくとも２箇所に外延して付設された持ち手部
と、からなり、上記保持部が伸縮手段を有していることを特徴とする。
【００１２】
　以下、本発明のオーバーチューブ用脱気防止弁ユニット（以下、単に「脱気防止弁ユニ
ット」ということがある）の実施の形態について、図面を用いて説明する。なお、すべて
の図面において、共通する構成要素には同一符号を付し、以下の説明において詳細な説明
を適宜省略する。
【００１３】
　図１ないし図２に示すように、本発明の脱気防止弁ユニット（１）は、一方の面にオー
バーチューブ（４）と着脱自在な略円筒形状の着脱部（３）と、他方の面の略中央部に形
成され、内視鏡を挿入抜去自在にする略円形穴状の内視鏡挿入部（６）と、上記内視鏡挿
入部（６）の外周縁部に周設された保持部（７）と、上記保持部（７）の外縁部の少なく
とも２箇所に、外延して付設された持ち手部（２）とを有している。
【００１４】
　本発明の脱気防止弁ユニット（１）は、上記オーバーチューブ（４）と着脱自在な略円
筒形状の着脱部（３）を有していることを特徴とする。上記持ち手部（２）を引っ張るこ
とで、着脱部（３）が伸び、オーバーチューブ（４）に容易に着脱できる。
　また、この着脱自在な略円筒形状の着脱部（３）をオーバーチューブ（４）から抜去す
ることにより、比較的大きな病変組織でも傷つけることなく摘出できる。
【００１５】
　本発明の脱気防止弁ユニット（１）は、上記内視鏡挿入部（６）の外周縁部に周設され
た保持部（７）が、伸縮手段を有していることを特徴とする。この伸縮手段を有すること
で、特に内視鏡の挿入抜去時に内視鏡挿入部（６）にかかる応力を緩和することができ、
内視鏡をスムーズに挿入抜去することができる。
【００１６】
　上記伸縮手段は平面に蛇腹部を有していることが好ましい。蛇腹部を付設することで、
特に内視鏡の挿入抜去時に内視鏡挿入部（６）にかかる応力を緩和することができ、内視
鏡をスムーズに挿入抜去できる。
【００１７】
　本発明の脱気防止弁ユニット（１）において、上記内視鏡挿入部（６）と、伸縮手段と
の間に補強部材（８）を有していることが好ましい。
　図２に示すように、補強部材（８）を内視鏡挿入部（６）と、保持部（７）との間に設
けることで、脱気防止弁ユニット（１）のオーバーチューブ（４）に対する被装する力を
向上させることができる。
【００１８】
　図２、図３もしくは図４に示すように、上記補強部材（８）として、Ｏリングを用いる
ことができる。Ｏリングを用いることにより、上述したオーバーチューブ（４）に対する
被装する力を向上させると共に、内視鏡挿入時に内視鏡と内視鏡挿入部（６）との隙間を
最小にすることができ、気密性を向上させることができる。
【００１９】
　上記内視鏡挿入部（６）の内径は、用いられる内視鏡の外径より５ｍｍ以上小さいこと
が好ましい。更に好ましくは３ｍｍ以上である。例えば、内視鏡の外径は９ｍｍを用いた
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である。内視鏡の外径と内視鏡挿入部（６）の内径の差を上記範囲とすることで、内視鏡
の挿入抜去が容易にできると共に、送気された空気が抜けてしまうことを確実に防止でき
る。
【００２０】
　また、内視鏡挿入部（６）は丸穴の形状にせず膜状とし、この膜に少なくとも一つのス
リットを設けたものでもかまわない。
【００２１】
　また、内視鏡と内視鏡挿入部（６）の気密性を向上させるために、従来用いられている
脱気防止弁を有するオーバーチューブに、本発明の脱気防止弁を装着することもできる。
【００２２】
　更に、本発明の脱気防止弁ユニットにおいては、第二の内視鏡挿入部（９）を有するキ
ャップ部材（１０）を、上記内視鏡挿入部（６）が付設された面に設置することができる
。
　図５に示すように、第二の内視鏡挿入部（９）を有するキャップ部材（１０）を内視鏡
挿入部（６）が付設された面に設置すること、即ち二重に内視鏡挿入部を設けることで内
視鏡と内視鏡挿入部間の気密性を更に向上させることができる。
　また、前述した内視鏡挿入部（６）と同様に第二の内視鏡挿入部（９）も丸穴とせず膜
状とし、少なくとも一つのスリットを設けてもかまわない。更に、上記脱気防止弁ユニッ
トと同様に保持部、持ち手部（図示せず）を設けることができる。
【００２３】
　本発明の脱気防止弁ユニットに使用する部材としては、特に限定はされないが、天然ゴ
ム、合成ゴム、シリコーンゴム等の伸縮性のある材料が好ましい。このような材料を用い
ることで、本発明の脱気防止弁ユニットをオーバーチューブに着脱する際の容易性を向上
させ、内視鏡挿入部に内視鏡を挿入抜去する際の動きに追従し、隙間を少なくすることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の一実施例となる脱気防止弁ユニットを内視鏡用オーバーチューブに装着
した正面図である。
【図２】本発明の一実施例となる脱気防止弁ユニットの正面図である。
【図３】本発明の一実施例となる脱気防止弁ユニットの平面図である。
【図４】本発明の一実施例となる脱気防止弁ユニットのＡ－Ａ断面図である。
【図５】本発明の一実施例となる連続した内視鏡挿入部を持つ脱気防止弁ユニットの断面
図である。
【符号の説明】
【００２５】
１　オーバーチューブ用脱気防止弁ユニット
２　持ち手
３　着脱部
４　オーバーチューブ
６　内視鏡挿入部
７　保持部
８　補強部材
９　第二の内視鏡挿入部
１０　キャップ部材
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